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令
和
四
年
度
施
政
方
針
　
毎
年
、
第
一
回
定
例
議
会
で
村
長
が
表
明
す
る
施
政
方
針
は
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
政
策
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
施
政
方
針
の
内
容
を
一
部
抜
粋
・
修
正
し
て
掲
載
い

た
し
ま
す
。
全
文
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
年
初
め
に
は
第
６
波
が
奄
美
大
島
で

も
急
拡
大
し
、
本
村
で
も
感
染
者
が
確

認
さ
れ
た
も
の
の
、
村
民
の
皆
様
を
は

じ
め
関
係
業
界
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と

冷
静
な
行
動
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
収
束
に
向
か
っ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
、
感
染
予
防
を
徹
底
し

な
が
ら
安
心
で
き
る
日
々
の
生
活
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
職
員
の
研
修

職
員
の
研
修

と
資
質
の
向
上
に
努
め
、
多
く
の
村
民

と
資
質
の
向
上
に
努
め
、
多
く
の
村
民

の
声
を
反
映
さ
せ
た
政
策
と
、
予
算
の

の
声
を
反
映
さ
せ
た
政
策
と
、
予
算
の

迅
速
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

迅
速
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

宇 検 村 長

元山 公知

元
気
の
出
る
公
社
の
体
制

行
財
政
改
革
の
推
進

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

観
光
の
振
興

今
年
度
以
降
の
取
り
組
み

農
業
の
振
興

り
変
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
サ

り
変
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
サ

ポ
ー
ト
、
情
報
提
供
の
多
重
化
、
住
民

ポ
ー
ト
、
情
報
提
供
の
多
重
化
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
、
コ
ロ
ナ
収

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
社
会
の
動
き
に
村
民
の
声
を
反

束
後
の
社
会
の
動
き
に
村
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
も
行
事
や
会
合
等
が
思
う
よ
う

　
現
在
も
行
事
や
会
合
等
が
思
う
よ
う

に
開
催
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す

に
開
催
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
対
策
を
図
り
、
村
民

が
、
で
き
る
限
り
対
策
を
図
り
、
村
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
努

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
努

め
ま
す
。

め
ま
す
。

　　　
コ
ロ
ナ
禍
で
一
変
し
た
社
会
生
活
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
一
変
し
た
社
会
生
活
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
関
係
部
署
と
連
携

対
応
で
き
る
よ
う
、
関
係
部
署
と
連
携

し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り

し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
進
化
に
よ

ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
進
化
に
よ

　
今
年
度
よ
り
、
元
気
の
出
る
公
社
の

　
今
年
度
よ
り
、
元
気
の
出
る
公
社
の

体
制
と
方
針
を
大
き
く
見
直
し
ま
す
。

体
制
と
方
針
を
大
き
く
見
直
し
ま
す
。

村
民
の
要
請
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

村
民
の
要
請
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
社
員
を
増
員
し
、
耕
作
放
棄
地
の
解

う
社
員
を
増
員
し
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
も
積
極
的
に
進
め
、
農
業
基
盤
の
確

消
も
積
極
的
に
進
め
、
農
業
基
盤
の
確

立
と
村
民
の
農
業
所
得
の
向
上
を
図
っ

立
と
村
民
の
農
業
所
得
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　
た
ん
か
ん
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
巡

回
指
導
を
定
期
的
に
行
う
と
共
に
、
近

年
、
果
樹
支
援
対
策
事
業
を
用
い
て
増

加
し
つ
つ
あ
る
新
規
就
業
農
家
等
に
対

し
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
現

地
で
の
栽
培
管
理
講
習
会
を
、
生
育
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
、
マ
ン

ゴ
ー
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
も
ブ
ラ

ン
ド
確
立
へ
向
け
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
出
荷
す
る
も
の
を
対

象
に
、
村
独
自
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
箱
を

制
作
・
配
布
し
、
二・
三
弾
目
の
「
う

け
ん
ブ
ラ
ン
ド
確
立
」
を
図
り
な
が

ら
、
生
産
者
の
出
荷
負
担
の
軽
減
に
も

繋
げ
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
む
こ

う
10
年
間
の
宇
検
村
総
合
振
興
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。
第
５
次
宇
検
村
総

合
振
興
計
画
か
ら
10
年
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
今
後
の
課
題
、
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
宇
検
村
が
目

指
す
将
来
像
を
明
確
に
し
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
よ
う
、

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
所
存
で

す
。

　
観
光
拠
点
施
設
「
ケ
ン
ム
ン
の
館
」

は
、
こ
れ
か
ら
先
、
宇
検
村
の
経
済
や

人
の
流
れ
の
拠
点
と
な
り
、
観
光
産
業

の
中
心
を
担
う
施
設
と
し
て
、
指
定
管

理
者
の
運
営
に
よ
り
稼
働
し
て
い
き
ま

す
。
認
知
度
も
あ
が
り
利
用
客
が
年
々

増
加
し
て
い
る
「
う
け
ん
市
場
」
を
本

施
設
内
に
移
転
し
、
観
光
客
と
村
民
の

交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る
場
の
創
出
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
ケ
ン
ム
ン
の
館
」
に
、
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
マ
ジ
ン

ス
ロ
ー
カ
ー
」
と
、
村
内
２
路
線
の
バ

ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
併
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
観
光
客
や
、
村
民
が
ゆ
っ

く
り
す
ご
せ
る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
来
訪
者
が
最
初
に
立
ち
寄
る
「
ケ
ン

ム
ン
の
館
」の
観
光
窓
口
を
充
実
さ
せ
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
す
る
、

多
種
多
様
な
観
光
客
に
対
し
、
宇
検
村

の
価
値
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
情
報
発

信
に
努
め
、
宇
検
村
フ
ァ
ン
や
関
係
人

口
の
拡
大
と
、
観
光
に
携
わ
る
方
々
の

収
入
増
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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生
活
環
境
・
自
然
環
境
の
保
全

人
権
教
育
・
人
権
啓
発

社
会
教
育
・
社
会
体
育

消
防
・
防
災

教
育
行
政

保
健
福
祉

　
本
村
に
お
け
る
人
口
は
、
年
々
減
少

　
本
村
に
お
け
る
人
口
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
全
人
口
に
占
め
る
高
齢

傾
向
に
あ
り
、
全
人
口
に
占
め
る
高
齢

者
の
比
率
が
国
・
県
及
び
郡
内
の
他
町

者
の
比
率
が
国
・
県
及
び
郡
内
の
他
町

村
に
比
べ
て
も
高
い
状
況
に
あ
り
ま

村
に
比
べ
て
も
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
本
村
の
現
状
は
、
令
和
３
年

す
。
本
村
の
現
状
は
、
令
和
３
年
12

月
末
現
在
で
世
帯
数
が
９
５
１
世
帯
、

月
末
現
在
で
世
帯
数
が
９
５
１
世
帯
、

人
口
１
，
６
６
７
名
で
内
訳
が
男
性

人
口
１
，
６
６
７
名
で
内
訳
が
男
性

８
１
５
名
、
女
性
８
５
２
名
で
あ
り
ま

８
１
５
名
、
女
性
８
５
２
名
で
あ
り
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
率
も

　

ま
た
、
高
齢
化
率
も
65
歳
以
上
が

歳
以
上
が

７
４
６
名
、
４
４・
７
５
％
で
７
５
歳

７
４
６
名
、
４
４・
７
５
％
で
７
５
歳

以
上
が
３
７
８
名
、
２
２・
６
８
％
と

以
上
が
３
７
８
名
、
２
２・
６
８
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
共
生
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て

　
地
域
共
生
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
理
念
に
基

は
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
理
念
に
基

づ
き
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
孤
立

づ
き
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
孤
立

等
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
元

等
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
元

年
度
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

年
度
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　
令
和
２
年
度
に
、
村
の
社
会
福
祉
協

　
令
和
２
年
度
に
、
村
の
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
定
を
結
び
、
村
か
ら
職
員
を

議
会
と
協
定
を
結
び
、
村
か
ら
職
員
を

派
遣
し
て
、
令
和
４
年
３
月
に
地
域
福

派
遣
し
て
、
令
和
４
年
３
月
に
地
域
福

祉
活
動
計
画
案
を
作
成
す
る
予
定
で
あ

祉
活
動
計
画
案
を
作
成
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、住
民
参
画
の
も
と
、

　
令
和
４
年
度
は
、住
民
参
画
の
も
と
、

村
の
最
上
位
の
福
祉
計
画
で
あ
る
、「
宇

村
の
最
上
位
の
福
祉
計
画
で
あ
る
、「
宇

検
村
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
重

検
村
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
向
け
た
移

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
向
け
た
移

行
準
備
事
業
等
を
活
用
し
、
村
社
協
等

行
準
備
事
業
等
を
活
用
し
、
村
社
協
等

と
協
働
し
て
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め

と
協
働
し
て
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

介
護
保
険
制
度
の
理
念
に
基
づ
き
、
地

介
護
保
険
制
度
の
理
念
に
基
づ
き
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
自

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
自

立
支
援
と
重
症
化
を
念
頭
に
置
い
た
事

立
支
援
と
重
症
化
を
念
頭
に
置
い
た
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
地
域
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
民
主
体
の
介
護
予
防
活
動
で
あ
る
、

村
民
主
体
の
介
護
予
防
活
動
で
あ
る
、

「
い
き
い
き
ど
ぅ
く
さ
体
操
」や
サ
ポ
ー

「
い
き
い
き
ど
ぅ
く
さ
体
操
」や
サ
ポ
ー

ト
運
営
型
の
「
頭
の
体
操
教
室
」
な
ど

ト
運
営
型
の
「
頭
の
体
操
教
室
」
な
ど

の
支
援
を
行
い
、
村
民
自
ら
が
介
護
予

の
支
援
を
行
い
、
村
民
自
ら
が
介
護
予

防
、
支
え
あ
い
に
取
り
組
む
地
域
づ
く

防
、
支
え
あ
い
に
取
り
組
む
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
　

　　

  

今
年
度
は
、
宇
検
村
の
特
色
や
地

今
年
度
は
、
宇
検
村
の
特
色
や
地

域
資
源
を
生
か
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

域
資
源
を
生
か
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

太
陽
光
、
小
水
力
、
風
力
な
ど
再
生
可

太
陽
光
、
小
水
力
、
風
力
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地
域
づ
く

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地
域
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

村
民
、
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

村
民
、
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
な
が
ら
、
相
互
連
携
し
て

役
割
を
担
い
な
が
ら
、
相
互
連
携
し
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、
経

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、
経

済
の
循
環
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、

済
の
循
環
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、

災
害
時
も
含
め
た
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

災
害
時
も
含
め
た
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
立
と
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
っ
て

自
立
と
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
、
宇
検
中
央
地
区
眞
空
弁
の

今
年
度
は
、
宇
検
中
央
地
区
眞
空
弁
の

更
新
、
芦
検
地
区
機
械
設
備
（（
電
気

更
新
、
芦
検
地
区
機
械
設
備
（（
電
気

設
備
・
真
空
弁
更
新
）
等
の
工
事
を
実

設
備
・
真
空
弁
更
新
）
等
の
工
事
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
　
各
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
を
図

　
各
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組

り
な
が
ら
、
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　

　
村
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、

　
村
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役

自
助
、
共
助
、
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
明
確
化
し
、
関
係
団
体
等
と
密
な

割
を
明
確
化
し
、
関
係
団
体
等
と
密
な

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
村
民
が
安
全
で

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
村
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
宇

　
令
和
４
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
宇

検
村
教
育
振
興
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

検
村
教
育
振
興
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
未
来
（
あ
す
）

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
未
来
（
あ
す
）

へ
は
ば
た
く
、
心
豊
か
で　
た
く
ま
し

へ
は
ば
た
く
、
心
豊
か
で　
た
く
ま
し

い
人
づ
く
り
」
を
教
育
行
政
推
進
の
基

い
人
づ
く
り
」
を
教
育
行
政
推
進
の
基

本
目
標
と
し
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

本
目
標
と
し
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、「
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
風
土
や
教

は
、「
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
風
土
や
教

育
的
な
伝
統
を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と
に

立
つ
教
育
」
を
視
点
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
と
仲
間
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

り
と
仲
間
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
関
係
団
体
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
関
係
団
体
な
ど

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
村
内
の
社
会

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
村
内
の
社
会

体
育
施
設
の
定
期
点
検
等
を
確
実
に
実

体
育
施
設
の
定
期
点
検
等
を
確
実
に
実

施
し
、
事
故
防
止
に
努
め
な
が
ら
効
果

施
し
、
事
故
防
止
に
努
め
な
が
ら
効
果

的
な
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

的
な
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
田
検
小
中
学
校
の
共
同
調
理

　
ま
た
、
田
検
小
中
学
校
の
共
同
調
理

場
や
小
中
併
設
校
の
調
理
場
の
今
後
に

場
や
小
中
併
設
校
の
調
理
場
の
今
後
に

つ
い
て
「
学
校
給
食
の
あ
り
方
検
討
委

つ
い
て
「
学
校
給
食
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
を
開
催
し
、
建
設
候
補
地
の
選

員
会
」
を
開
催
し
、
建
設
候
補
地
の
選

定
と
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
の
整

定
と
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
の
整

備
を
進
め
て
い
く
方
向
性
を
確
認
し
ま

備
を
進
め
て
い
く
方
向
性
を
確
認
し
ま

し
た
。
村
診
療
所
建
設
後
の
令
和
７
年

し
た
。
村
診
療
所
建
設
後
の
令
和
７
年

度
の
建
設
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

度
の
建
設
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
チ
ェ
ン
ジ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
合

　
「
チ
ェ
ン
ジ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
合

言
葉
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

言
葉
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
並

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
並

び
に
村
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

び
に
村
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
村
民
の

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
村
民
の

皆
様
、
心
を
ひ
と
つ
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ

皆
様
、
心
を
ひ
と
つ
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
宇
検
村
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

る
宇
検
村
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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会計区分 予算額（円） 増額（前年度比％）
国保事業 212,154 0.8

国保施設事業 91,719 24.4

簡易水道事業 254,350 10.0
農業集落排水事業 103,916 ▲ 9.2

漁港漁村集落排水事業 16,980 ▲ 6.9

介護保険事業 284,171 0.6

後期高齢者医療事業 48,055 24.8

令和４年度特別会計予算

議会費 36,168 円

総務費 357,693 円

民生費 304,382 円

衛生費 134,437 円

農林水産業費 234,782 円

商工費 36,416 円
土木費 390,859 円
消防費 79,654 円

教育費 183,995 円

村民一人あたりに使われるお金

※令和４年３月末現在の人口 1,652 人で計算しています

一 般 会 計　 歳 入一 般 会 計　 歳 入

一 般 会 計　 歳 出一 般 会 計　 歳 出

令 和 ４ 年 度

当 初 予 算
　地方交付税も前年度以上が見込まれることか
ら、例年規模を上回る積極的な予算編成となって
います。一般会計当初予算においては、これまで
の継続事業を始め、新規事業を含めて、約32 億円
台で3.93％の増額予算となっております。
　また、特別会計については、7 会計で9 億8680
万7 千円で前年度対比1.84％の増額予算になっ
ています。法適化によるサービスの向上で、改め
て独立採算の原則のもと、使用料の衡平さを保つ
ことへの村民の理解と、施設運営に最大限配慮し
た、節減の意識改革を図ってまいります。
　これまでと同様、財政健全化を進めていくこと
は当然のことですが、新型コロナウイルス感染症
地方創生臨時交付金なども有効に組み込み、収束
後の地域活性化と、安心・安全な生活に資するこ
とを念頭に、村民に必要な予算は、積極的に活用
するとともに、重要な自主財源である村税、使用
料、手数料等については、徴収率の向上を図り、自
主財源の確保に努めてまいります。
　宇検村へのふるさと納税は、年々増額傾向にあ
り、それに伴い、返礼品である村内の農林水産物
や、特産品等の市場が拡大しております。今後更
に発展させ、世界自然遺産登録地としての知名度
の付加価値を活かしながら、「宇検村」というブラ
ンドを確立し、関係人口の拡大、宇検村のＰＲ、観
光へと繋がるよう、ふるさと納税業務の充実を
図ってまいります。

（令和４年度施政方針より）
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                                                                 　　　15,757,000 円
　　　　　　

寄附総額 

ふるさと納税に関するお問い合わせ・ご相談は…
宇検村役場　企画観光課

ふるさとチョイス

☎０９９７－６７－２２１８　担当：桑野（地域おこし協力隊）

　たくさんのお心遣いに深く感謝いたします。皆様の力強い
応援を、宇検村の未来のために役立てさせていただきます。
　ふるさと納税制度は、お礼の品物をお選びいただくことで、
村内の産業活性化にもつながる制度です。特産品のリクエス
トなどもぜひお聞かせください。

令和３年度　ふるさと納税報告
宇検村ふるさとむらづくり寄附金

　　　　　 　事業名 　　金額（円）
福祉に関する事業     　  1,703,000
地域活性化に関する事業    　   2,389,000
世界自然遺産に関する事業      　 2,787,000

やけうちっ子環境学習     　  1,045,000

その他一般の事業 　　　　118,000
おまかせ     　  7,447,000
その他個人寄附（広報お礼等）　　　　268,000
合計 　　 15,757,000

令和３年度の寄付受付額

872 件のご寄附をいただきました。
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2022. ３.18

全国エコ活コンクール優秀賞受賞！

2022. ３.20
「ケンムンの館」がオープンしました！

2022.3.10

ワールドワイドに学校交流

奄美大島の緑豊かな森と青い海、このシマにしか生
息しない生き物（アマミノクロウサギやルリカケス）
をイラストで表現しました。航太くんの「奄美の自
然環境を守っていきたい！」そんな強い気持ちが高
く評価され、絵日記部門で全国表彰を受けました。
主催：（公財）日本環境協会　 対象者：全国のこどもエコクラブ

同日に開催された「エフエムうけん祭り」におい
て、４月にオープンした観光拠点施設「ケンムンの
館」の内覧会が行われました。世界自然遺産登録に
よる観光客の増加を見据えて整備されたケンムンの
館は、観光案内所やうけん市場、グリーンスローモ
ビリティの発着所としての役割を担う等、多様性の
ある施設です。また、ゼロカーボンシティをより早
く実現するための取り組みのひとつとして、電気自
動車を導入しました。駐車場の一角に設置された充
電スポット（充電装置）は、各種メディアで展開し
ているナショナルジオグラフィック協会より提供を
受けたものです。電気自動車の普及や、災害時にお
ける村民の避難対策時での活用にも高い効果が期待
できます。

田検中学校が、初となる「オンラインを活用したエ
ジプトとの国際交流」を実施しました。中学３年生
副担任の松崎裕也教諭が、マレーシア日本人学校で
勤務していたこと、同僚が現地に派遣されたこと、
政府による日本式教育の推進がきっかけとなり、国
際交流が実現しました。田検中学校からは、中学３
年生 6 名、中学 1・2 年生の希望者 16 名が参加し、
互いの国や地域の文化・歴史などについて英語を用
いて紹介しました。今回の交流会は、異国の文化に
ついて理解を深めることができ、自国の良さを再認
識することのできる絶好の機会となりました。慣れ
ない英会話、オンライン授業に緊張もあったかと思
いますが、全員が前向きに取り組んでいる姿が印象
的でした。
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（
阿
室
小
中
学
校
エ
コ
ク
ラ
ブ
）

阿
室
小
中
学
校　
６
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
宮
原　
航
太
く
ん

「 

つ
い
に
や
っ
た
ぞ
！
世
界

自
然
遺
産
の
島
！ 

」
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2022. ４. １

３名が宇検村の新規職員に！

2022. ４. ６

入学おめでとう！

2022. ４.10

献殻田 復活！

坂井　洋平 ( 29歳 )

建設課 ( 瀬戸内町出身 )

日々、知識の向上を図り、初心を
忘れず村のため、シマのために貢
献できるよう職務に取り組みます。

村内各学校において、ピカピカの制服に身を包んだ
子どもたちが、期待に胸膨らませながら、入学式を
迎えました。大勢が見守る中での入学式。緊張して
いる姿が印象的でしたが、校長先生や村長をはじめ
とする来賓の方々の呼びかけには、大きな声で返事
をすることができました。

芦検集落の当間田袋は昭和 11 年に国から献国田の
指定を受けましたが、芦検集落にある「献殻田」で
は約 50 年ぶりに田植えが行われ、子どもから高齢
者まで約 100 名が参加しました。減反政策や土地
改良に伴い、田植えを行う回数が段々と減っていっ
たと言われています。今回、全体の指揮をとった宇
検村出身の前田　和洋氏（元 田検小学校校長）は「自
身が約 50 年前に同じ場所で稲刈りを経験したこと
や教員時代に児童と田植えをした経験を生かすこと
ができ、宇検村に還元できて嬉しい」と話しました。
高齢者が大人に、大人が子どもに指導し、伝統を継
承するために集落が一丸となって取り組んでいまし
た。７月に稲の収穫を行い、稲すり踊りを行う予定
にしています。収穫時期が楽しみですね。

時田　哲太（ 22 歳 )

宇検消防分駐所（ 芦検出身 )

今まで育ててくれた宇検村に恩
返しできるように一生懸命頑張
ります。

柳　華子（ 26 歳 )

教育委員会事務局 (湯湾出身 )

村民の方々の力になれるよう、精
一杯努めていきます。

多くの先輩方が見守る中、役場庁舎内にて、令和
４年度新規採用職員の辞令交付式が行われました。
新規採用職員が、明るい宇検村を見据えた、力強
い意気込みを述べてくれました。
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宇検村宇検村
せいかつせいかつ
情報局情報局

((((((((　　LivingLiving information  information ))))))))

今
年
も
や
り
ま
す

ふ
る
さ
と
学
生
応
援
便

　
「
宇
検
村
ふ
る
さ
と
学
生

応
援
便
」
は
、
ふ
る
さ
と
宇

検
村
を
離
れ
、
学
業
に
励
ん

で
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
特

産
品
を
送
付
し
、
学
生
生
活

の
糧
と
な
る
よ
う
応
援
す
る

制
度
で
す
。

　
ま
た
、
学
生
と
宇
検
村
の

絆
を
深
め
、
村
の
良
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

▪
対
象
者

①
日
本
国
内
の
高
等
学
校
、

　
専
修
学
校
、
短
期
大
学
、

　
大
学
、
大
学
院
、
予
備
校

　
等
に
在
学
し
て
い
る
学
生

②
申
請
時
、
宇
検
村
外
に
居

　
住
し
て
い
る
こ
と

  （
住
民
登
録
が
宇
検
村
で

　
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

③
申
請
時
、
保
護
者
等
の
住

　
民
登
録
が
宇
検
村
で
あ
る

　
こ
と

▪
お
申
込
み
方
法

　
次
の
二
点
を
、
郵
送
、
Ｆ　
　
　

　
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
添
付
、

　
ま
た
は
企
画
観
光
課
窓
口　
　

　
へ
の
持
参
に
て
ご
提
出
く

　
だ
さ
い
。

①
申
請
書

 （
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
、
ま
た

　
はExcel

フ
ァ
イ
ル
）

②
学
生
証
の
写
し

 （
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
、
ま
た

　
は
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
）　

　【
お
問
合
せ
】

宇
検
村
役
場
企
画
観
光
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
８

 　

宇
検
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
申
請
書
等
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
学
生
本
人

か
ら
も
申
請
可
能
で
す
。

あ
な
た
の
言
葉
を
待
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す

　
鹿
児
島
県
で
は
、
自
死
に

よ
っ
て
毎
年
数
百
名
も
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
背
景

に
は
、
過
労
・
生
活
困
窮
・

育
児
や
介
護
の
疲
れ
・
い
じ

め
や
孤
立
な
ど
様
々
な
社
会

的
要
因
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
の

影
響
も
あ
り
、
日
々
の
生
活

に
不
安
を
感
じ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
周
り

で
「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

な
・
・
・
」
と
感
じ
る
人
が

い
た
ら
勇
気
を
出
し
て
心
配

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
自
分
の
こ
と
を

気
に
か
け
、
一
緒
に
考
え
て

く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
は
、

悩
ん
で
い
る
人
の
孤
立
を
防

ぎ
、
安
心
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
も
し
、

あ
な
た
が
悩
み
事
を
抱
え
て

い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
信

頼
で
き
る
誰
か
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
様
々
な

悩
み
に
対
応
す
る
相
談
窓
口

も
多
数
あ
り
ま
す
。

【
電
話
対
応
窓
口
】

（
県
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　
月
・
木
曜
日

   

９
時
～
12
時

　
13
時
～
16
時

☎
０
９
９
‐
２
２
８
‐
９
５
５
８

（
心
の
電
話
）

   

月
～
金
曜
日

   

９
時
～
12
時

   

13
時
～
16
時

☎
０
９
９
‐
２
２
８
‐
９
５
６
６

※
令
和
４
年
２
月
時
点
で
の

情
報
で
す
。
相
談
日
は
、
基

本
的
に
土
日
・
祝
祭
日
・
年

末
年
始
の
休
み
を
除
き
ま

す
。

（
鹿
児
島
県
自
殺
予
防
情
報

セ
ン
タ
ー
よ
り
１
部
抜
粋
）

村
民
向
け

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

　

令
和
３
年
５
月
に
株
式
会

社
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
（
ス
ク
ー
）
と

奄
美
大
島
で
の
地
方
創
生
推
進

の
包
括
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
に
基
づ
く
取
り
組
み
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
令
和
４
年
４
月
に

は
採
用
３
年
目
未
満
の
役
場
職

員
を
対
象
と
し
た
奄
美
大
島
５

市
町
村
合
同
研
修
が
行
わ
れ
、

宇
検
村
の
職
員
も
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
通
し
て
学
び
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
受
講
環
境
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た

パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ホ
な
ど

【
講
座
例
】

　
経
済
・
ニ
ュ
ー
ス
・
思
考
法
・

文
章
術
・
企
画
・
健
康
管
理
等　

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宇
検
村

企
画
観
光
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
８
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動
物
が
ケ
ガ
し
て
い
る
！

　

そ
ん
な
と
き
に
…

村
の
歯
医
者
さ
ん
手
づ
く
り

　　　　　
「
置
き
傘
ポ
ス
ト
」

　
奄
美
い
ん
ま
や
動
物
病
院

（
伊
藤
圭
子
院
長
）
は
、
事

故
に
あ
っ
た
野
生
動
物
の

保
護
や
搬
送
に
活
用
で
き

る
「
ど
う
ぶ
つ
レ
ス
キ
ュ
ー

ボ
ッ
ク
ス
」
の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
こ
の
レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
ッ
ク

ス
は
、
う
け
ん
市
場
で
も
委

託
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
負
傷
し
た
野
生
生
物
の
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
し
た
う
え
で

保
護・搬
送
で
き
る
も
の
で
、

車
に
常
備
す
る
こ
と
で
負
傷

動
物
の
命
を
救
う
行
動
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
と
あ
る
日
の
こ
と
。
村
武

道
館
前
、
県
道
沿
い
の
フ
ェ

ン
ス
に
「
置
き
傘
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。「
急
に
雨
が

降
り
出
し
た
ら
子
ど
も
た
ち

の
登
下
校
が
大
変
だ
よ
ね
。」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
朝
の
あ
い

さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
る
地

域
の
方
々
の
何
気
な
い
会
話

か
ら
実
現
し
た
置
き
傘
で

す
。
ラ
ベ
ル
に
示
さ
れ
た

Rain Aid

（
略
し
てRA

）

は
雨
具
を
意
味
し
ま
す
。

徐
々
に
認
知
さ
れ
、
利
用
者

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

村
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

【
セ
ッ
ト
内
容
】

・
ど
う
ぶ
つ
レ
ス
キ
ュ
ー

　
ボ
ッ
ク
ス
…
１
個

・
車
用
ス
テ
ッ
カ
ー
…
１
枚

・案
内
書
（
発
見
時
の
対
応
、

注
意
点
、連
絡
先
一
覧
な
ど
）

…
１
枚

【
販
売
価
格
】

　
１
セ
ッ
ト
７
７
０
円

【
お
問
合
せ
】

奄
美
い
ん
ま
や
動
物
病
院

☎
０
９
９
７
‐
６
２
‐
３
３
１
０

宇
検
村　
企
画
観
光
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
８

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
　

発
売
概
要

１
受
託
銀
行　
　
み
ず
ほ
銀
行

２
発
売
計
画
額　
２
１
０
億
円

３
証
票
単
価　
　
３
０
０
円

４
発
売
期
間

　
令
和
４
年
７
月 

５
日
（
火
）
～

　
８
月 

５
日
（
金
）

５
抽
選
日

　
令
和
４
年
８
月 

17
日
（
水
）　

６
抽
選
地

　
熊
本
県
熊
本
市
（
熊
本
市
民
会
館
）

７
当
せ
ん
金
支
払
い
期
間

　

令
和
４
年
８
月 

22
日
（
月
）
～

　
令
和
５
年
８
月 

21
日
（
月
）

■
１
等　
３・０
０
０
万
円

■
２
等　
１
万
円

■
３
等　
３
０
０
円　

【
お
問
合
せ
】

（
公
財
）
鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

 

☎
０
９
９
‐
２
０
６
‐
１
０
０
１

　

九
州
電
力
か
ら
の

　　　　　　　　　　

お
知
ら
せ

　

会
員
登
録
し
た
方
へ
停
電
情

報
や
緊
急
時
の
節
電
の
お
願
い

な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す

る
「
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

非
常
災
害
や
突
発
的
な
原
因
に

よ
る
停
電
が
発
生
し
た
際
に
も

お
客
様
が
希
望
さ
れ
た
地
域
の

停
電
情
報
を
配
信
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
の
他
に
も
、
停
電
の
お
問
合

せ
に
便
利
な
チ
ャ
ッ
ト
受
付
や

お
住
ま
い
の
エ
リ
ア
の
停
電
情

報
を
自
動
音
声
で
案
内
す
る
停

電
情
報
自
動
音
声
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
便
利
な
ツ
ー
ル
を
よ
う
い

し
て
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

U
RL

（
九
州
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
に
ア
ク
セ
ス
し
、
確
認
で

き
ま
す
。

http://kyuden-td.support-navi.jp/

t01/
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令和４年 １月 ２月 ３月 計
交通事故 23 4 8 45
不明・その他 39 2 3 60

合計 62 6 11 105

　奄美群島地域は、自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・県民の保健・休養・教
化に資するとともに、生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。
　国立公園内では、優れた風景地を保護するため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制さ
れています。国立公園内において、次のような開発行為等を行う場合は、事前に国や県への許可
申請・届出の手続きが必要となります。

国立公園内での行為について 
～国立公園内での開発行為等については，手続きが必要です～  

奄美群島地域は，自然の風景地を保護し，その利用促進を図り，国民・県民の保健・休養・教化に資するとともに，

生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。 
国立公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制されています。国立公園

内において，次のような開発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届出の手続きが，必要となります。 
 
○  手続きの必要な行為（一例） 

第１種 
特別 
地域 

①工作物（建築物を含む）の新改増築 
②木竹の伐採 
③鉱物や土石の採取 
④広告物の掲出 
⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄

物等） 
⑥開墾・土地の形状変更 
⑦屋根・壁面の色彩の変更 

⑧指定動物の採取      など 

   特別地域の規制に加えて 

①木竹の損傷 
②木竹の植栽 
③家畜放牧 
④野外での物の集積・貯蔵 
⑤火入れ・たき火 
⑥動植物の捕獲殺傷等 

⑦落葉・落枝の採取 

            など 

第２種 
特別 
地域 

 

第３種 
特別 
地域 

 

     
 ①一定規模以上の工作物の新改増築 

（建築物高さ 13m 又は延面積 1000 ㎡，

鉄塔高さ 30m，送水管長さ 70m など） 
②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 
④土地の形状変更 
              など 

  ①工作物の新改増築 
②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 
④海底の形状変更 
⑤物の係留 

（以上漁業に必要なもの除く） 
⑥海面の埋立・干拓       など 

 
○ 許可申請・届出の手続き 
（１） 申請・届出の様式 

・様式・必要な添付書類・記載要領については，県のホームページに掲載されています。 
  （２） 標準的な処理期間  

・通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く） 
  （３） 注意事項 

・行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，また，行為の場所や内
容によっては，許可ができない場合もあることから，事前に奄美群島国立公園管理事務所，徳之島管理官事
務所又は大島支庁総務企画課若しくは関係市町村役場に御相談ください。 

  ・自分の所有地であっても，国立公園内での行為においては，事前に手続きが必要となります。 
   

 ○ 違反行為について 
自然公園法の規定に違反しての行為や，無許可での行為等については，罰則が設けられています。 

 
国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について，不明な点がありましたら，下記にお問い合わせください。 

 
○お問い合わせ先 
・奄美群島国立公園管理事務所（奄美大島・喜界島・与論島） 電話 ０９９７－５５－８６２０ 
・奄美群島国立公園管理事務所徳之島管理官事務所（徳之島・沖永良部島）  

電話 ０９９７－８５－２９１９ 
・大島支庁総務企画課 商工観光係 電話 ０９９７－５７－７２１５ 
・行為地の市町村役場  

 
○許可申請書の提出先 行為地の市町村役場 
 
○環境省及び県のホームページ（検索方法） 
・環境省ホームページ→日本の国立公園→奄美群島国立公園→概要・計画書 
・鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→一般・県民の方々→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届 

 

特

別

保

護

地

区 

普

通

地

域 

海

域

公

園

地

区 

国立公園内での行為について 
～国立公園内での開発行為等については，手続きが必要です～  

奄美群島地域は，自然の風景地を保護し，その利用促進を図り，国民・県民の保健・休養・教化に資するとともに，

生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。 
国立公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制されています。国立公園

内において，次のような開発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届出の手続きが，必要となります。 
 
○  手続きの必要な行為（一例） 

第１種 
特別 
地域 

①工作物（建築物を含む）の新改増築 
②木竹の伐採 
③鉱物や土石の採取 
④広告物の掲出 
⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄

物等） 
⑥開墾・土地の形状変更 
⑦屋根・壁面の色彩の変更 

⑧指定動物の採取      など 

   特別地域の規制に加えて 

①木竹の損傷 
②木竹の植栽 
③家畜放牧 
④野外での物の集積・貯蔵 
⑤火入れ・たき火 
⑥動植物の捕獲殺傷等 

⑦落葉・落枝の採取 

            など 

第２種 
特別 
地域 

 

第３種 
特別 
地域 

 

     
 ①一定規模以上の工作物の新改増築 

（建築物高さ 13m 又は延面積 1000 ㎡，

鉄塔高さ 30m，送水管長さ 70m など） 
②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 
④土地の形状変更 
              など 

  ①工作物の新改増築 
②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 
④海底の形状変更 
⑤物の係留 

（以上漁業に必要なもの除く） 
⑥海面の埋立・干拓       など 

 
○ 許可申請・届出の手続き 
（１） 申請・届出の様式 

・様式・必要な添付書類・記載要領については，県のホームページに掲載されています。 
  （２） 標準的な処理期間  

・通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く） 
  （３） 注意事項 

・行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，また，行為の場所や内
容によっては，許可ができない場合もあることから，事前に奄美群島国立公園管理事務所，徳之島管理官事
務所又は大島支庁総務企画課若しくは関係市町村役場に御相談ください。 

  ・自分の所有地であっても，国立公園内での行為においては，事前に手続きが必要となります。 
   

 ○ 違反行為について 
自然公園法の規定に違反しての行為や，無許可での行為等については，罰則が設けられています。 

 
国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について，不明な点がありましたら，下記にお問い合わせください。 

 
○お問い合わせ先 
・奄美群島国立公園管理事務所（奄美大島・喜界島・与論島） 電話 ０９９７－５５－８６２０ 
・奄美群島国立公園管理事務所徳之島管理官事務所（徳之島・沖永良部島）  

電話 ０９９７－８５－２９１９ 
・大島支庁総務企画課 商工観光係 電話 ０９９７－５７－７２１５ 
・行為地の市町村役場  

 
○許可申請書の提出先 行為地の市町村役場 
 
○環境省及び県のホームページ（検索方法） 
・環境省ホームページ→日本の国立公園→奄美群島国立公園→概要・計画書 
・鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→一般・県民の方々→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届 

 

特

別

保

護

地

区 

普

通

地

域 

海

域

公

園

地

区 

○お問合せ先
　・奄美群島国立公園管理事務所　　　　☎０９９７－５５－８６２０
　・大島支庁総務企画課　商工観光係　　☎０９９７－５７－７２１５
　・宇検村役場　企画観光課　　　　　　☎０９９７－６７－２２１１

○許可・申請の手続きと流れ
　①申請・届出の様式を提出してください。
　　様式・記載要領については、鹿児島県ホームページからダウンロードいただけます。
　②約１～３か月の処理期間を要します。
　　書類に不備があった場合は、さらに期間を要する場合があります。
○注意事項
　・行為の種類、規模、公園の種類、地種区分の違いにより手続き等に違いがあること、また、行為の
　　場所や内容によっては許可ができない場合もあることから、事前に奄美群島国立公園管理事務所、
　　徳之島管理官事務所又は大島支庁総務企画課若しくは関係市町村役場に御相談ください。
　・自分の所有地であっても、国立公園内での行為においては事前に手続きが必要となります。
　・自然公園法の規定に違反しての行為や無許可での行為等については、罰則が設けられています。自然公園法の規定に違反しての行為や無許可での行為等については、罰則が設けられています。

○ 手続きが必要な行為の一例

国立公園内での開発行為には
手続きが必要です！

いつでも、 思いやりのある運転を…
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保
健
福
祉
だ
よ
り

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
の
か
た
ち

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
の
か
た
ち

～
令
和
３
年
度

～
令
和
３
年
度

民
生
委
員
・
児
童
委
員
研
修
会
よ
り
～

民
生
委
員
・
児
童
委
員
研
修
会
よ
り
～

　
令
和
４
年
４
月
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
現
任
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
の
か
た
ち
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
寸
劇
を
交
え
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
と
な
る
き
っ
か
け
や
依

存
症
が
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
学
ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
日
本
で

は
１
０
９
万
人
も
の
人
た
ち
が
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
苦
し
ん
で
い
ま
す

（
２
０
１
３
年
時
点
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
で
の
飲
酒
機
会
も

増
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
の
問
題
も
増

加
傾
向
で
あ
る
た
め
区
長
や
役
場
職
員

も
交
え
て
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
は
奄
美
地
区
地
域
自
立
支

援
協
議
会
の
精
神
部
会
の
主
催
で
大
島

支
庁
地
域
保
健
福
祉
課
の
共
催
で
約
名

50
名
ほ
ど
の
住
民
・
関
係
者
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
寸
劇
や
ア
ル
コ
ー
ル
自
己

診
断
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
問
題
行
動
の

依
存
症
を
認
め
る
こ
と
、

依
存
症
を
認
め
る
こ
と
、

　
そ
し
て
共
に
向
き
合
う
こ
と
。

　
そ
し
て
共
に
向
き
合
う
こ
と
。

（公益財団法人日本脳卒中協会監修「脳卒中を予防するための十か条」より）

　

依
存
症
で
あ
る
こ
と
を
認

め
、
し
っ
か
り
向
き
合
い
ま

し
ょ
う
。

　
そ
し
て
一
緒
に
回
復
す
る
方

法
を
探
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
、
自
分
自
身
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想

○
方
言
を
交
え
て
の
寸
劇
で
、
地
域
の

人
に
は
馴
染
み
や
す
く
理
解
し
や
す

か
っ
た
。

○
身
近
な
問
題
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
深
刻

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

○
家
族
の
対
応
で
克
服
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
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適切な飲酒は、脳卒中の予防にも繋がってきます。
今回は、昨年１月にも紹介した「お酒と脳卒中の関係」について紹介します。

適度な量で脳卒中予防！
～お酒と脳卒中の関係～

　適度にアルコールを飲む人は、全く飲まない人
とよりも脳卒中になる危険性がやや少ないとい
われています。ただ、適量を過ぎれば逆に体の
毒になり、脳卒中になる危険性が高まります。
　適量を守り、飲み過ぎないことが重要です。

バランス運動.1/つま先あげ・かかとあげ

Let's exercise with 500ml bottle

宇検村役場 保健福祉課

つま先30回
かかと30回

8

腕をまっすぐ頭の上にあげ、手でペッ
トボトルをつぶします。

ペットボトル体操.4/ペットボトルつぶし（手）

Let's exercise with 500ml bottle

宇検村役場 保健福祉課

右30回
左30回

29

ペットボトルをもち、ひじをのばしてま
っすぐ上に手をあげ、肩を動かさずに
ひじの曲げのばしをします。

ペットボトル体操.１/ひじのまげのばし（上）

Let's exercise with 500ml bottle

宇検村役場 保健福祉課

必要ならば反対の手で
支えてもかまいません。

右30回
左30回

21

　
【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
】

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
始
め
ら

れ
る
体
操
で
す
。
こ
の
度
発
行
し
た
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
、
ラ
ジ
オ
番
組

と
併
せ
て
ご
自
宅
や
体
操
教
室
で
の
運

動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
お
求
め
の
方
は
宇
検
村
保
健
福
祉

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
２

Let's exercise with 500ml bottle 【
エ
フ
エ
ム
う
け
ん
放
送
時
間
】

月
、
火
、
木
、
金
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分

　
過
去
の
デ
ー
タ
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
体
操
に
よ
る
腕
や
足
の
筋
力
へ

の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高
め

る
た
め
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
！
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フォトコンテストに参加いただきまし
たみなさまの作品ですが、ガイドブッ
ク「I♡宇検村」の第２弾に掲載させて
いただく場合があります。その際には
連絡をさせていただきますので、引き
続きアカウントのフォローをお願いい
たします。また、宇検村の素敵な写真
が撮れましたら、ぜひ「＃アイラブ宇
検村」をつけて投稿してください！
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祖
母（
平
田
集
落
出
身
）の
ル
ー

ツ
を
た
ど
り
、
何
度
か
宇
検
村
へ

来
て
い
る
う
ち
に
す
っ
か
り
宇
検

村
の
と
り
こ
に
な
り
ま
し
た
。
つ

い
に
移
住
す
る
こ
と
が
叶
い
、
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

医
薬
品
業
界
で
の
勤
務
の
後
、

通
訳
案
内
士
と
な
っ
て
か
ら
は
海

外
観
光
客
を
ご
案
内
す
る
仕
事
に

専
念
し
て
き
ま
し
た
。

　

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

湯
湾
岳
が
あ
り
、
神
様
に
守
ら
れ

た
こ
の
場
所
に
、
こ
れ
か
ら
き
っ

と
多
く
の
人
が
や
っ
て
来
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
観
光

は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な

い
時
期
で
す
が
、
観
光
客
に
対
し

て
『
望
む
こ
と
』、『
や
っ
て
ほ
し

く
な
い
こ
と
』な
ど
、沢
山
の
方
々

に
お
話
を
聞
い
て
、
今
の
う
ち
に

色
々
な
準
備
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
日
か
観
光
客
が
、
シ
マ

の
方
々
と
共
に
焼
酎
の
お
い
し
さ

を
語
り
合
っ
た
り
、
美
味
し
い
料

理
を
味
わ
っ
た
り
、
珍
し
い
料
理

を
習
っ
た
り
、
イ
カ
ダ
で
釣
り
を

し
た
り
、
地
元
の
特
産
品
で
お
土

産
を
手
作
り
し
た
り
、
貝
を
拾
う

お
手
伝
い
を
し
た
り
、
タ
ン
カ
ン

狩
り
が
で
き
た
り
…
…
そ
ん
な
日

が
来
れ
ば
と
夢
見
て
い
ま
す
。

　

拠
店
施
設
で
、
皆
さ
ん
を
お
迎

え
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

フォトコンテストに参加いただきまし
たみなさまの作品ですが、ガイドブッ
ク「I♡宇検村」の第２弾に掲載させて
いただく場合があります。その際には
連絡をさせていただきますので、引き
続きアカウントのフォローをお願いい
たします。また、宇検村の素敵な写真
が撮れましたら、ぜひ「＃アイラブ宇
検村」をつけて投稿してください！
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〒
894-3392　

鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾

   　
　

  915
番

地
 / 電

話
：

0997(67)2211 / FAX：
0997(67)2262

発
行

：
宇

検
村

役
場

/編
集

：
企

画
観

光
課

　
  　

　
　

  / U
RL：

http://w
w

w
.uken.net  / M

ail：
kikaku@

uken.net

（令和 4 年３月末現在）
男　　　807 人
女　　　845 人
計　　 1,652 人
世帯 　 943 世帯

村民のうごき
出
生
児　
　
　
　
　

   （
保
護
者
）　

住
所　

平　

樹み

い

な
依
愛 　
（
康
樹
）　

湯
湾

※
掲
載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
４
年
２
月
～
令
和
４
年
3
月
の
受
付
分
を
届
け
出
順
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

  
お
く
や
み

お
く
や
み

  

う
ぶ
ご
え

う
ぶ
ご
え

  

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

  

広
報
お
礼

広
報
お
礼

  

社
協
ご
寄
付

社
協
ご
寄
付

香
典
返
し

香
典
返
し

長
田　

好
三　
　

神
奈
川
県

前　
　

義
廣　
　

岡
山
県

松
井　

郁
子　
　

千
葉
県

豊
岡　

幸
雄　
　

神
奈
川
県

編
集
後
記

　

今
年
度
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
ま
し

た
、
児
玉　

啓
介
と
申
し
ま
す
。
少
し

自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
私
は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
隣
村

の
大
和
村
で
、
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で

を
奄
美
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。
大
学
進

学
に
伴
い
、
親
元
を
離
れ
５
年
ほ
ど
都

会
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
島
を
離
れ

る
ま
で
は
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
た
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
生
活
や
、
肌
で

感
じ
て
い
た
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ
た

こ
と
が
島
に
帰
郷
す
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
は
、
手
つ
か
ず

の
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
が
多
く
継

承
さ
れ
て
い
る
宇
検
村
に
魅
力
を
感
じ

な
が
ら
役
場
職
員
と
し
て
楽
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
今
年
度
で
入
庁
３
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の

地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
経
験
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
広
報
担
当
で
あ
る
と
い
う

強
み
を
生
か
し
、
宇
検
村
の
魅
力
を
再

認
識
・
再
発
見
し
、
知
り
得
た
情
報
を

よ
り
多
く
の
方
に
発
信
が
で
き
る
よ
う

広
報
活
動
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
ま
た
次
号
！　
　

　
　
　
（
企
画
観
光
課
・
児
玉　

啓
介
）

稲
村　

節
子　
　

85
歳　

生
勝

森
山　

タ
ツ
エ　

94
歳　

須
古

栄　
　

ミ
ツ
コ　

97
歳　

部
連

森
山　

利
夫　
　

阿
室

稲
村　

裕
二　
　

生
勝

蔵
山　

良
子　
　

部
連

元　

ト
モ
エ　
　

湯
湾

渡
辺　

美
穂　
　

千
葉
県

小
川　

紹
夫　
　

千
葉
県

金
田　

章　
　
　

愛
知
県

栗
原　

忠
司　
　

東
京
都

山
田　

保
俊　
　

鹿
児
島
市

太
田　

義
晃　
　

京
都
府

マジンスローカーが運行を開始しました
【運行時間・地域】９時30 分から17 時まで 　　　　　　　　　　　【時刻表・予約の方法】
〇朝１便目
　ケンムンの館・役場・湯湾バス停・診療所
〇１便目以降（要予約）
　虹の園・農協・ケンムンの館・役場・湯湾
バス停・診療所・漁業の間で申し出があった
区間を運行します。

【利用に関するお願い】
〇乗降は公共機関を原則とします。個人宅前での乗降はできません。

〇道路の込み具合や天候の状況により時間が遅れる場合があります。

〇70 歳以上の方は無料で利用できます。70 歳未満の方は６月より

有料となります。後日周知いたします。

　
観
光
の
際
は
「
ケ
ン
ム
ン
の
館
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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